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１ 本調査の概要 

 

（１）調査の目的 

 本調査は、令和 6年度が本市の教育行政における根本的な方針となる「西条市教育大綱」を改訂す

る年度にあたるため、市民の皆さまのご意見を将来の西条市の教育行政の方向性に反映させることを

目的として実施しました。 

 

（２）調査対象者 

 令和 6年 5月 24日現在で本市に住民登録をしている 18歳以上の方から 1,500人を無作為に抽出 

 

（３）調査期間 

 令和 6年 6月 19日（水）から令和 6年 7月 5日（金）まで 

 

（４）調査方法 

 郵送回答もしくはインターネット回答 

 

（５）調査票の回収状況 

 最終配布数は、1,493通（宛先不明 7通）となりました。そのうち、回収した調査票は 460通と

なり、最終回収率は 30.8%となりました。 

 本調査の信頼度を 95%とすると 383 票の標本サイズが必要となりますが、本調査はサンプルサイズ

を確保しており、信頼性が高い結果であるということができます。 

 

（６）調査票の内容 

 送付した調査票は文末に掲載しています。 

 

（７）その他 

 各図表のデータ処理にあたりましては、当該質問項目に対して無回答であった方を除いて処理を行

っていますので、必ずしも合計値と回収した調査票数が一致するとは限りません。また、構成比率に

つきましても、それぞれの項目ごとの構成比を小数点以下第 2位で四捨五入していますので、必ずし

も構成比の合計値が 100%になるとは限りません。 
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２ 基本情報 

（１）性別 

図表 2-1によると、回答者のうち男性は 195名、女性は 259名となりました。 

 

 

図表２－１ 回答者の性別（Ｎ＝４５４） 

 

（２）年齢 

図表 2-2 によると、回答者は 60～69 歳の間で多くなりましたが、全体的にすべての年齢の方がま

んべんなく回答しています。 

 

 

図表２－２ 回答者の年齢（Ｎ＝４５６） 
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（３）お住まいの地区 

図表 2-3によると、回答者は西条地区が最も多く、次いで東予地区、丹原地区、小松地区となりま

した。本市の人口構成と比較し、本調査は概ね市内人口分布に即した意見が反映されています。 

 

 

図表２－３ 回答者のお住まいの地区（Ｎ＝４５７） 
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３ 学校教育について 

（１）小学校がどのようなところであるべきか 

【結果概要】 

⚫ 小学校が子どもの基礎学力、人間関係形成能力、社会ルールなどを学ぶ場としてあるべきと感

じている方が多い一方で、地域コミュニティや避難所など、小学校としての副次的機能を期待

する方が少ない傾向がみられました。（図表 3-1、3-2参照） 

⚫ 年齢別に見た場合、ほとんどの年齢で小学校が子どもの基礎学力を身に付ける場所という考え

方が多いことは共通しているものの、年齢によって小学校に対する考え方が異なる傾向がみら

れました。（図表 3-3参照） 

⚫ お住まいの地区別、お住まいの地域の小学校規模別に大きな差異は無く、小学校が「子どもが

基礎的な学力を身に付けるところ」だと最も感じている比率が最も高くなりました。（図表 3-

4、3-5参照） 

 

 

図表 3-1によると、第 1選択では「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」「子どもが多様な考

えに触れ、資質や能力を伸ばしていくところ」と回答した方が多くなりました。また、図表 3-2によ

ると、第 2 選択では「子どもが社会のルールやマナーを身に付けるところ」「子どもが人間関係を学

ぶところ」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表３－１ 小学校がどのようなところであるべきか（第１選択・単純集計）（Ｎ＝４５５） 
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図表３－２ 小学校がどのようなところであるべきか（第２選択・単純集計）（Ｎ＝３９９） 

 

 

図表 3-3によると、ほとんどの年代で「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」と回答した比

率が最も高くなりましたが、29 歳以下では、「子どもが多様な考えに触れ、資質や能力を伸ばしてい

くところ」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

図表３－３ 小学校がどのようなところであるべきか（年齢別） 
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図表 3-4によると、ほとんどの年代で「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」と回答した比

率が最も高くなりましたが、小松地区では「子どもが基礎的な学力を身に付けるところ」と「子ども

が多様な考えに触れ、資質や能力を伸ばしていくところ」と回答した比率が同率になりました。 

 

 

図表３－４ 小学校がどのようなところであるべきか（お住まいの地区別） 

 

 

図表 3-5によると、すべての規模の小学校を通じて大きな違いがみられず、「子どもが基礎的な学力

を身に付けるところ」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

 

図表３－５ 小学校がどのようなところであるべきか（お住まいの地域の小学 6年生規模別） 

 



7 

 

（２）小学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度 

【結果概要】 

⚫ （１）の傾向と同様に、子どもの基礎学力、人間関係形成能力、社会常識やマナーなどを身に

付けることに対する期待が高くなる傾向がみられました。（図表 3-6、3-7参照） 

⚫ 年齢別でみると、年代によって小学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度に対する意

見が異なる傾向がみられました。（図表 3-8参照） 

⚫ お住まいの地域の小学 6 年生規模別では、大きな違いはみられませんでした。（図表 3-10 参

照） 

 

 

図表 3-6によると、第 1選択では、「自ら学び、考え、主体的に行動する力」「教科の基礎学力」と

回答した方が多くなりました。また、図表 3-7によると、第 2選択では、「社会生活に必要な常識やマ

ナー」「人間関係を築く力」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表３－６ 小学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度（第１選択・単純集計） 

（Ｎ＝４５５） 
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図表３－７ 小学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度（第２選択・単純集計） 

（Ｎ＝４０９） 

 

図表 3-8によると、70歳以上の年代を除き「自ら学び、考え、主体的に行動する力」と回答した比

率が最も高くなりましたが、特徴として、年齢が高くなるにつれて、「教科の基礎学力」と回答する比

率が高くなる傾向がみられました。また、年齢が低くなるにつれて、「表現力やコミュニケーション

力」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

図表３－８ 小学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度 

（第１選択上位５項目・年齢別） 
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図表 3-9によると、すべての地区で「自ら学び、考え、主体的に行動する力」と回答した比率が

最も高くなりました。丹原地区は「社会生活に必要な常識やマナー」と回答した比率が他の地区よ

り高くなりました。 

 

図表３－９ 小学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度 

（第１選択上位５項目・お住まいの地区別） 

 

図表 3-10によると、お住まいの地域の小学校規模を問わず、「自ら学び、考え、主体的に行動する

力」と回答した比率が最も高くなり、次いで「教科の基礎学力」と回答した比率が高くなりました。 

 

図表３－１０ 小学校で身に付けることが大切だと思う能力や態度 

（第１選択上位５項目・お住まいの地域の小学 6年生規模別） 
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（３）（２）で選択した能力や態度を育むため、今後期待する施策 

【結果概要】 

⚫ コミュニケーション能力や主体性を高める教育の推進を望む声が多く、児童が自ら学び考えら

れる力を身に付けることが重要視されている傾向にあります。（図表 3-11、3-12参照） 

⚫ お住まいの地区別でみると、西条地区、丹原地区でコミュニケーション能力を高める教育を期

待する一方、小松地区では主体性を高める教育を期待する傾向がみられました。（図表 3-14参

照） 

 

 

図表 3-11、3-12 によると、第 1 選択、第 2 選択とも「コミュニケーション能力を高める教育の推

進」、「主体性を高める教育の推進」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表３－１１ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後期待する施策 

（第１選択・単純集計）（Ｎ＝４５２） 
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図表３－１２ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後期待する施策 

（第２選択・単純集計）（Ｎ＝４０２） 

 

 

図表 3-13によると、年代によって回答の傾向に差異がみられますが、全体的に「コミュニケーショ

ン能力を高める教育の推進」「主体性を高める教育の推進」と回答した比率が高くなる傾向がみられ

ました。 

 

図表３－１３ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後期待する施策 

（第１選択上位５項目・年齢別） 
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図表 3-14によると、西条地区、丹原地区で「コミュニケーション能力を高める教育の推進」と回答

した比率が最も高くなる一方、小松地区では「主体性を高める教育の推進」と回答した比率が最も高

くなりました。その他の回答についても、地区によりややばらつきがみられました。 

 

図表３－１４ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後期待する施策 

（第１選択上位５項目・お住まいの地区別） 

 

図表 3-15によると、お住まいの小学校の規模別で回答内容に大きな差異は生じず、「コミュニケー

ション能力を高める教育の推進」「主体性を高める教育の推進主体性を高める教育の推進」と回答し

た比率が高くなりました。 

 

図表３－１５ （２）で選択した能力や態度を育むため、今後期待する施策 

（第１選択上位５項目・お住まいの地域の小学 6年生規模別） 
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（４）小学校での学習環境を考える上で重視する点 

【結果概要】 

⚫ 教員の人数や質が充実することに伴う児童一人ひとりに行き届いた教育が受けられる環境を

望む声が最も多くなる一方で、集団の中のコミュニケーション能力を身に付ける環境やクラス

内の仲間意識が生まれやすい環境など、集団の中で学び合うことの重要性を意識した回答も多

くなりました。（図表 3-16、3-17参照） 

⚫ すべての年齢で「学校の教員の人数や質が充実し児童一人ひとりに行き届いた教育が受けられ

る」と回答した比率が最も高くなり、年齢が高くなるにつれてその点を重視する傾向がみられ

ました。（図表 3-18） 

⚫ お住まいの地区別、小学校の規模別で大きな違いはみられませんでした（図表 3-19、3-20 参

照） 

 

 

図表 3-16によると、「学校の教員の人数や質が充実し児童一人ひとりに行き届いた教育が受けられ

る」と回答した方が最も多くなり、次いで「集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすい」

と回答した方が多くなりました。また、図表 3-17によると、第 2選択では「集団の中でコミュニケー

ション能力を身に付けやすい」と回答した方が最も多くなり、次いで「地域の協力が得られやすく、

地域の自然・文化・伝統を生かした教育が受けられる」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表３－１６ 小学校での学習環境を考える上で重視する点（第１選択・単純集計） 

（Ｎ＝４５１） 
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図表３－１７ 小学校での学習環境を考える上で重視する点（第２選択・単純集計） 

（Ｎ＝３７７） 

 

図表 3-18によると、すべての年齢で「学校の教員の人数や質が充実し児童一人ひとりに行き届いた

教育が受けられる」と回答した比率が最も高くなり、年齢が高くなるにつれてその点を重視する傾向

がみられます。 

 

図表３－１８ 小学校での学習環境を考える上で重視する点 

（第１選択上位５項目・年齢別） 
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図表 3-19によると、西条地区、東予地区、小松地区では「学校の教員の人数や質が充実し児童一人

ひとりに行き届いた教育が受けられる」と回答した比率が最も高く、次いで「集団の中でコミュニケ

ーション能力を身に付けやすい」と回答した比率が高くなりましたが、丹原地区ではそれぞれが同率

の結果となりました。 

 

図表３－１９ 小学校での学習環境を考える上で重視する点 

（第１選択上位５項目・お住まいの地区別） 

 

図表 3-20によると、お住まいの地域の小学校規模を問わず、「学校の教員の人数や質が充実し児童

一人ひとりに行き届いた教育が受けられる」と回答した比率が最も高くなり、次いで「集団の中でコ

ミュニケーション能力を身に付けやすい」と回答した比率が高くなりました。 

 

図表３－２０ 小学校での学習環境を考える上で重視する点 

（第１選択上位５項目・お住まいの地域の小学 6年生規模別） 
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４ 図書館について 

（１）図書館の利用状況 

【結果概要】 

⚫ 約 6割の方が図書館を利用していないと回答しており、いかに図書館を利用していない方に利

用を促していくのかという点が課題になっているものと推察します。（図表 4-1参照） 

⚫ 年齢別、お住まいの地区別に利用頻度の高い層と低い層が明確に分類されることから、今後更

なる図書館の利用促進を図るのであれば、ターゲットを明確にした情報発信や啓発活動を図る

ことが重要になると推察します。（図表 4-2、4-3） 

 

 

図表 4-1によると、「利用していない」と回答した方が最も多くなり、次いで「年 1回程度」「2～3

回程度」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表４－１ 図書館の利用状況（単純集計）（Ｎ＝４５７） 

 

 

 

図表 4-2 によると、40～49 歳で図書館を利用していると回答した比率が最も高くなり、次いで 70

歳以上で利用していると回答した比率が高くなりました。 
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図表４－２ 図書館の利用状況（年齢別） 

 

 

 図表 4-3によると、小松地区で図書館を利用していると回答した比率が高くなる一方で、東予地区

と丹原地区では、6割以上が図書館を利用していないと回答しました。 

 

 

図表４－３ 図書館の利用状況（お住まいの地区別） 
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（２）図書館の利用環境に対する満足度 

【結果概要】 

⚫ 全体を通じ、図書館の利用環境に対して満足している傾向がみられました。（図表 4-4参照） 

⚫ 年齢別にみると、年代によって満足度に若干の差異が生じています。（図表 4-5参照） 

⚫ 主に利用する図書館別にみると、図書館によって満足度が異なる結果となりました。何が要因

となっているのか検証してみる必要性があると感じられます。（図表 4-6参照） 

 

 

 

図表 4-4によると、図書館を利用したと回答した方のうち、図書館の利用環境に「満足した」「やや

満足した」と回答した方が多くなり、「やや不満足だ」「不満足だ」と回答した方を大きく上回る結果

となりました。 

 

 

 

図表４－４ 図書館の利用環境に対する満足度（単純集計）（Ｎ＝１７８） 

 

 

 

図表 4-5 によると、図書館を利用したと回答した方のうち、50～59 歳の満足度が高くなりました。

逆に、70代以上は、「やや不満足だ」「不満足だ」と回答した比率が他の年代と比べて高くなりました。 
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図表４－５ 図書館の利用環境に対する満足度（年齢別） 

 

 

 図表 4-6によると、図書館を利用したと回答した方のうち、すべての図書館を通じ、図書館の利用

環境に「満足した」「やや満足した」と回答した比率が高くなりました。一方で、主に利用する図書館

によって利用環境の満足度に差異が生じる結果となりました。 

 

図表４－６ 図書館の利用環境に対する満足度（主に利用した図書館別） 
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（３）主に利用している図書館 

【結果概要】 

⚫ 各地区における人口構成と比較し、西条図書館を利用していると回答した比率が高くなる一方

で、東予図書館、丹原図書館、小松温芳図書館を利用していると回答した比率が低くなりまし

た。（図表 4-7参照） 

⚫ すべての図書館において、概ね図書館が立地している地区に居住されている方が主に利用して

いるという結果となりました。（図表 4-8参照） 

 

 

図表 4-7によると、図書館を利用したと回答した方のうち、西条図書館を主に利用していると回答

した比率が高くなり、西条地区の人口規模と比較してもやや多い結果となりました。また、その他の

図書館については、各地区における人口構成と比較し、主に利用していると回答した比率が低くなる

傾向がみられました。 

なお、主に移動図書館を利用していると回答した方はいませんでした。 

 

 

図表４－７ 主に利用している図書館（単純集計）（Ｎ＝１７６） 

 

 

 

 図表 4-8によると、すべての図書館において、概ね図書館が立地している地区に居住されている方

が主に利用したと回答した比率が高くなりました。 
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図表４－８ 主に利用している図書館（お住まいの地区別） 

 

 

 

（４）図書館を利用した主な目的 

【結果概要】 

⚫ 図書館を利用される方の多くが、本を借りることを目的としている傾向が見られました。（図

表 4-9、4-10参照） 

⚫ 年齢別にみると、年齢が低いほど本を借りる以外の目的で図書館を利用されている傾向がみら

れ、年代によって利用目的に違いが見られます。（図表 4-11参照） 

⚫ 主に利用する図書館別にみると、それぞれの図書館によって利用目的に緩やかな差異がみられ

るものの、概ね変わらない結果となりました（図表 4-12参照） 

 

 

 

 

図表 4-9によると、図書館を利用されたと回答した方のうち、「本を借りる」ために利用したと回答

した方が圧倒的に多くなりました。また、図表 4-10によると、第 2選択では「趣味や娯楽、生活のた

めの調べ物をする」と回答した方が多くなりました。 
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図表４－９ 図書館を利用した主な目的（第１選択・単純集計）（Ｎ＝１７７） 

 

 

図表４－１０ 図書館を利用した主な目的（第２選択・単純集計）（Ｎ＝１２９） 

 

 

図表 4-11 によると、図書館を利用したと回答した方のうち、年齢が高くなるにつれて「本を借り

る」ために利用したと回答した比率が高くなり、年齢が低いほど本を借りる以外の目的で図書館を利

用されている傾向がみられます。20～30歳代で「学習コーナーで勉強する」と回答した比率が高くな

る一方、60 歳代や 70 歳以上で「趣味や娯楽、生活のための調べ物をする」と回答した比率が高くな

る傾向がみられました。 
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図表４－１１ 図書館を利用した主な目的（第１選択上位５項目・年齢別） 

 

 

図表 4-12によると、図書館を利用したと回答した方のうち、電子図書館を除きすべての図書館にお

いて「本を借りる」ために図書館を利用したと回答した比率が高くなりました。小松温芳図書館では

「館内で本を読む」と回答した比率が他の図書館と比べて高くなりました。 

 

 

図表４－１２ 図書館を利用した主な目的（第１選択上位５項目・主に利用した図書館別） 
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（５）図書館の利用が役立っていると感じる点 

【結果概要】 

⚫ 半数以上の方が、趣味や娯楽に役立つ知識・情報が得られている、子どもが読書に親しみ、生

きる力を育む機会が得られていると感じており、図書館が子どもの発達や教育に重要な役割を

担っていると感じていることが読み取れます。（図表 4-13、4-14参照） 

⚫ 主に利用する図書館別にみると、それぞれの図書館によって役立つ点に緩やかな差異はみられ

るものの、概ね変わらない結果となりました（図表 4-16参照） 

 

 

 

 

図表 4-13によると、「趣味や娯楽に役立つ知識・情報が得られている」と感じている方が多くなり

ました。また、図表 4-14 によると、第 2 選択では「子どもが読書に親しみ、生きる力を育む機会が

得られている」「ゆっくりと余暇を過ごすことができている」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表４－１３ 図書館の利用が役立っていると感じる点 

  （第１選択・単純集計）（Ｎ＝４３５） 
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図表４－１４ 図書館の利用が役立っていると感じる点 

 （第２選択・単純集計）（Ｎ＝３０８） 

 

 

図表 4-15によると、60歳以上では「趣味や娯楽に役立つ知識・情報が得られている」「家庭や生活

に役立つ知識・情報が得られている」と回答する比率が高くなる一方、年齢が低い世代は「学校での

課題や宿題に役立つ知識・情報が得られている」と回答する比率が高くなる傾向がみられました。 

 

 

図表４－１５ 図書館の利用が役立っていると感じる点（第１選択上位５項目・年齢別） 
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図表 4-16によると、西条図書館と東予図書館では「趣味や娯楽に役立つ知識・情報が得られている」

と回答した比率が高くなった一方、丹原図書館では「家庭や生活に役立つ知識・情報が得られている」

小松温芳図書館では「地域の歴史や文化、行政情報などを知ることができている」と回答した比率が

他の図書館に比べてそれぞれ高くなりました。 

 

図表４－１６ 図書館の利用が役立っていると感じる点 

（第１選択上位５項目・主に利用した図書館別） 

 

 

（６）図書館に関連して今後期待する点 

【結果概要】 

⚫ 書籍の充実、図書館以外で貸出や返却が行える場所の整備、学習の場のさらなる充実に期待す

る声が多くみられました。（図表 4-17、4-18参照） 

⚫ 年齢別にみると、年齢が低くなるほど「調べ物や読書などの相談ができる環境の充実」「学習

の場の更なる充実」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。（図表 4-19） 

⚫ 主に利用する図書館別にみると、全体を通じて貸出および閲覧書籍の充実を求める傾向にあり

ますが、丹原図書館と小松温芳図書館では、館内や屋外広場を使用した世代間で交流できる

様々なイベントの充実に期待する声が多くみられました。（図表 4-20） 

 

図表 4-17によると、「貸出および閲覧書籍の充実」と回答した方が最も多くなり、次いで「図書館

以外で貸出や返却が行える場所の整備」と回答した方が多くなりました。また、図表 4-18によると、

第 2選択では「学習の場の更なる充実」と回答した方が最も多くなり、次いで「図書館以外で貸出や

返却が行える場所の整備」「調べ物や読書などの相談ができる環境の充実」と回答した方が多くなり

ました。 
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図表４－１７ 図書館に関連して今後期待する点（第１選択・単純集計）（Ｎ＝４１４） 

 

 

図表４－１８ 図書館に関連して今後期待する点（第２選択・単純集計）（Ｎ＝３０４） 

 

 

図表 4-19によると、年齢が高くなるにつれて「貸出および閲覧書籍の充実」と回答した比率が高く

なる傾向がみられ、年齢が低くなるにつれて「調べ物や読書などの相談ができる環境の充実」「学習の

場の更なる充実」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 
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図表４－１９ 図書館に関連して今後期待する点（第１選択上位５項目・主に利用した図書館別） 

 

 

図表 4-20によると、すべての主に利用した図書館別で「貸出および閲覧書籍の充実」と回答した比

率が高くなりました。また、丹原図書館と小松温芳図書館では、「貸出および閲覧書籍の充実」のほか

に「館内や屋外広場を使用した世代間で交流できる様々なイベントの充実」と回答した比率が高くな

りました。 

 

図表４－２０ 図書館に関連して今後期待する点（第１選択上位５項目・主に利用した図書館別） 
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５ 公民館について 

（１）公民館の利用状況 

【結果概要】 

⚫ 公民館を利用していないと回答した方が約 7割という結果となりました。市民にとって公民館

がいかにあるべきなのかという点について再考が必要ではないかと推察されます。（図表 5-1

参照） 

⚫ 年齢別にみると、20 歳～30 歳代の利用する頻度が低くなる傾向がみられます。公民館の利用

促進を図っていくためには、若い方が公民館を利用する方法を考えることがポイントになると

推察します。（図表 5-2参照） 

 

 

図表 5-1 によると、公民館を「利用していない」と回答した方が最も多く、次いで「年 1 回程度」

「年 2～3回程度」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表５－１ 公民館の利用状況（単純集計）（Ｎ＝４５５） 

 

 

 

 図表 5-2によると、すべての年齢において、公民館を「利用していない」と回答した比率が 5割を

超え、特に 20～30歳代の比率が高くなっています。 
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図表５－２ 公民館の利用状況（年齢別） 

 

 

 図表 5-3によると、すべての地区を通じて公民館の利用頻度に大きな差異は生じていませんが、他

の地区と比較して東予地区では「利用していない」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

図表５－３ 公民館の利用状況（お住まいの地区別） 
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（２）公民館の利用環境に対する満足度 

【結果概要】 

⚫ 公民館を利用したと回答した方の半数以上が、公民館の利用環境に「満足した」「やや満足し

た」と回答する結果となりました。（図表 5-4参照） 

⚫ お住まいの地区別でみると、公民館の利用に概ね満足している地区が多いものの、小松地区は

他の地区と比較して満足度が低い傾向にあります。（図表 5-6参照） 

 

 

 

図表 5-4によると、公民館を利用したと回答した方のうち、公民館の利用環境に「満足した」「やや

満足した」と回答した方が多くなり、「やや不満足だ」「不満足だ」と回答した方を大きく上回る結果

となりました。 

 

 

 

図表５－４ 公民館の利用環境に対する満足度（単純集計）（Ｎ＝１２３） 

 

 

 

図表 5-5によると、公民館を利用したと回答した方のうち、年齢により満足度に差異がみられまし

た。特に 60～69 歳においての満足度が低く、「やや不満足だ」「不満足だ」と回答した比率も他の年

齢より高くなる傾向がみられました。 
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図表５－５ 公民館の利用環境に対する満足度（年齢別） 

 

 

 図 5-6によると、公民館を利用したと回答した方のうち、西条地区、東予地区、丹原地区は、公民

館の利用環境に概ね満足している傾向にあります。一方で、小松地区では、公民館の利用環境に「満

足した」の回答がなく、また、「やや不満足だ」と回答した比率も高いことから、他の地区と比較して

満足度が低い傾向がみられます。 

 

 

図表５－６ 公民館の利用環境に対する満足度（お住まいの地区別） 
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（３）公民館活動を通じて身に付けた知識・技術 

【結果概要】 

⚫ 公民館活動で人間関係の構築や仲間づくりを実現されたと感じている方が最も多くなる一方

で、何も活かしていることが無いと回答する方も多くなりました。（図表 5-7、5-8参照） 

⚫ 年齢別、お住まいの地区別において、公民館活動を通じて身に付けた知識や技術に対する考え

方の違いがみえました。公民館活動の利用促進を図る場合、それらの特徴を押さえた上で、利

用を促そうと考えるターゲットによってポイントを絞った情報発信や活動促進などの取組が

必要ではないかと推察します。（図表 5-9、5-10参照） 

 

 

図表 5-7によると、「人間関係を広げ、仲間づくりにつなげている」と回答した方が最も多くなり、

次いで「特に活かしていることはない」と回答した方が多くなりました。図表 5-8によると、第 2選

択では、「ボランティアなど地域活動に活かしている」「まちづくり、地域づくりに活かしている」と

回答した方が多くなりました。 

 

 

図表５－７ 公民館活動を通じて身に付けた知識・技術 

（第１選択・単純集計）（Ｎ＝１２３） 
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図表５－８ 公民館活動を通じて身に付けた知識・技術 

（第２選択・単純集計）（Ｎ＝７１） 

 

 

図表 5-9によると、年齢によって特徴が異なるものの、多くの年代で「人間関係を広げ、仲間づく

りにつなげている」と回答した比率が高くなる傾向がみられました。また、年齢が高くなるにつれて

「趣味や特技に活かしている」「健康の維持、増進に役立てている」と回答した比率が高くなる傾向が

みられました。 

 

図表５－９ 公民館活動を通じて身に付けた知識・技術（年齢別） 
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 図表 5-10 よると、西条地区と東予地区、丹原地区で「人間関係を広げ、仲間づくりにつなげてい

る」と回答した比率が最も高くなる一方で、と回答した比率が最も高くなる一方で、小松地区では「特

に活かしていることはない」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

図表５－１０ 公民館活動を通じて身に付けた知識・技術 

（第１選択上位５項目・お住まいの地区別） 

 

 

 

（４）公民館に期待する事業 

【結果概要】 

⚫ 地域の防災に関する事業や子どもの安全・安心な居場所づくりや体験活動に対する期待が高く

なりましたが、お住まいの地区によって緩やかに異なる傾向がみられました。（図表 5-11、5-

12、5-13、5-14、5-15参照） 

 

 

 

図表 5-11によると、「地域の防災に関する事業」に対する期待が最も高くなり、次いで、「子どもの

安全・安心な居場所づくりや体験活動に関する事業（放課後子ども教室）」、「子どもの学習支援活動に

関する事業（地域未来塾）」に対する期待が高くなりました。 
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図表５－１１ 保護者の公民館における事業別期待度（単純集計） 

 

 

図表 5-12、図表 5-13、図表 5-14、図表 5-15 によると、すべての地区を通じて概ね同様の傾向を示

したものの、お住まいの地区によって緩やかに異なる傾向がみられました。 

 

図表５－１２ 公民館における事業別期待度（西条地区） 
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図表５－１３ 公民館における事業別期待度（東予地区） 

 

 

図表５－１４ 公民館における事業別期待度（丹原地区） 
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図表５－１５ 公民館における事業別期待度（小松地区） 
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６ 生涯学習・文化芸術・歴史文化について 

【結果概要】 

⚫ 市民が取り組んでいる生涯学習としては、家庭生活や趣味、健康に関連するものが多く、今後

取り組みたい生涯学習の内容についても同様の傾向がみられました。（図表 6-1、6-2参照） 

⚫ 文化芸術に触れる機会について、全体を通じて、「映画や漫画・アニメなどのメディア芸術」

「小説や詩などの文学」「コンサートや合唱などの音楽」の充実度が高くなる傾向がみられま

した。（図表 6-4、6-5、6-6、6-7、6-8参照） 

 

（１）取り組んでいる生涯学習の内容（３つまで選択可） 

図表 6-1 によると、「家庭生活に役立つ知識・技能に関するもの（料理、編み物、日曜大工など）」

と回答した方が最も多くなり、次いで「趣味や芸術に関するもの（美術、書、音楽、茶華道、舞踊、

囲碁など）」と回答した方が多くなりました。 

 

図表６－１ 取り組んでいる生涯学習の内容（単純集計）（Ｎ＝４１１） 

 

 

（２）今後取り組みたい生涯学習の内容（３つまで選択可） 

図表 6-2によると、「家庭生活に役立つ知識・技能に関するもの（料理、編み物、日曜大工など）」「健

康・健康増進に関するもの（健康体操、ウォーキングなど）」と回答した方が最も多くなり、次いで

「趣味や芸術に関するもの（美術、書、音楽、茶華道、舞踊、囲碁など）」と回答した方が多くなりま

した。 
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図表６－２ 今後取り組みたい生涯学習の内容（単純集計）（Ｎ＝４３６） 

 

 

（３）生涯学習を盛んにするために力を入れたらいいと思うこと（３つまで選択可） 

図表 6-3によると、「生涯学習講座の内容を充実させる」と回答した方が最も多くなり、次いで「生

涯学習に関する情報発信（講座、サークル、人材などの情報）」と回答した方が多くなりました。 

 

 

図表６－３ 生涯学習を盛んにするために力を入れたらいいと思うこと 

（単純集計）（Ｎ＝４３７） 
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（４）文化芸術に触れる機会の充実度 

図表 6-4によると、「映画や漫画・アニメなどのメディア芸術」に触れる機会の充実度が最も高くな

り、次いで「小説や詩などの文学」に触れる機会の充実度が高くなりました。 

 

図表６－４ 文化芸術に触れる機会の充実度（単純集計） 

 

 

 

 

図表 6-5、図表 6-6、図表 6-7、図表 6-8によると、西条地区、東予地区、小松地区で「映画や漫画・

アニメなどのメディア芸術」に触れる機会の充実度が最も高くなり、丹原地区で「小説や詩などの文

学」に触れる機会の充実度が最も高くなりました。 
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図表６－５ 文化芸術に触れる機会の充実度（西条地区） 

 

 

図表６－６ 芸術文化に触れる機会の充実度（東予地区） 
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図表６－７ 文化芸術に触れる機会の充実度（丹原地区） 

 

 

図表６－８ 文化芸術に触れる機会の充実度（小松地区） 
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（５）ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度 

【結果概要】 

⚫ 市民の約半数がふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着を有していると回答する結果となり

ました。（図表 6-9参照） 

⚫ 西条地区ではふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着を有していると回答する傾向がみられ

る一方で、丹原地区では誇りや愛着を有していないと回答する傾向がみられました。今後、市

民の歴史文化に対する誇りや愛着を向上させていくためには、地区別の特徴を捉えておく必要

があると考えます。（図表 6-10参照） 

 

 

図表 6-9によると、ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度を「有している」「やや有している」

と回答した方が約半数となり、「あまり有していない」「有していない」と回答した方を大きく上回り

ました。 

 

 

図表６－９ ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度（単純集計）（Ｎ＝４５３） 

 

 

 図表 6-10 によると、西条地区において、ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度を「有してい

る」「やや有している」と回答した比率が最も高くなる一方で、丹原地区では、「あまり有していない」

「有していない」と回答した比率が最も高くなりました。 
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図表６－１０ ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛着度（お住まいの地区別） 

 

 

（６）ふるさとの先人の教えに学ぶ機会の充実度 

【結果概要】 

⚫ ふるさとの先人の教えに学ぶ機会が「あまり充実していると感じない」「充実していると感じ

ない」と回答した方が、「充実していると感じる」「やや充実していると感じる」と回答した方

を上回りました。あまり良い状況と言えないことから、何が要因となっているのか、いかに先

人の教えに学ぶ機会を充実させていくのか検討する必要があると考えます。（図表 6-11参照） 

⚫ お住まいの地区別で大きな差異はないものの、すべての地区で「あまり充実していると感じな

い」「充実していると感じない」と回答した比率が、「充実していると感じる」「やや充実して

いると感じる」と回答した比率を上回りました。今後、ふるさとの歴史文化に対する誇りや愛

着を向上させていくため、要因を分析する必要があります。（図表 6-12参照） 

 

 

 

図表 6-11によると、「どちらとも思わない」と回答した方が最も多くなり、次いでふるさとの先人

の教えに学ぶ機会が「あまり充実していると感じない」と回答した方が多くなりました。 
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図表６－１１ ふるさとの先人の教えに学ぶ機会の充実度（単純集計）（Ｎ＝４５４） 

 

 

 図表 6-12によると、お住まいの地区別で大きな差異はないものの、すべての地区で「あまり充実し

ていると感じない」「充実していると感じない」と回答した比率が、「充実していると感じる」「やや充

実していると感じる」と回答した比率を上回りました。 

 

 

図表６－１２ ふるさとの先人の教えに学ぶ機会の充実度（お住まいの地区別） 
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